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108 支　刃諄　上　ヂ㌣　q）　文　イヒ　（新城）
辰の中の主なものである北斗星は周の初め頃になるε歳差の關係で季節の標準
Sなすには不便である事がわかって來たQそこでこ十八宿の法が始まり月を媒
介にせんεしtこ。三日月が見えてから翌晩になるミ月の地位は前夜よりは少し
東にうつる。かく毎夜その位置は十三度づX東方にうつるが逆に三ロ月より二
日前は月こ太陽が一一一etして居るε考へ，藪に周天を二十七か又はこ二十八にわけ
te、この二十八宿法は何時頃から用ひ出したかε考へるにこの法ミ同時に朔を
用ぴ出し弛ε思はれる，朔を月の初めミして重んずる事εなつナこ。朔は古くは
爾書，詩経．左謡扇に用ひてあり，今丈侮蔑に用ひてあるのは少しくこ2Z　Sは
意味が異って北の意味εなって居る。故に二十八宿法は周初の頃に用ひられt
ものであらう。朔εは月にi卸して逆（さかのぼる）電の意味であらう。詩経の中
には二十八宿の中の若干の名が見えて居る。印度にも二十八宿がある。
　→年には朔が十二ある。これ十二支である。
　二十八宿法を用ひ始めてから春秋の中頃になるE土圭を用ひ出しナ：。垂直な
棒を地上に立てΣ一番その影の長い時を冬至Sし，冬至から冬至までbe　一一年ε
する。この方法が卓見されてから二，三十年ナこてば一年は三百六十五日四分の
一’悼]ふ事が判る筈である。
　この土圭は春秋の中頃，郎ち紀元前六百年の頃，豊幌，宣去の時代から用ひ
た事ε思ふ。冬至を標準εして，これを正月xSしてから，今迄よりは一ナ月早
く正月が來る事になるので，これを人民に知らしめる必要が起って來ナこ。これ
が所謂三正論でこの事は史記，左傅等に見えてみる。
　職國の中頃になるε暦法は段々整ひ閏月の入れ方が正しくなってみる。孟子
の頃はよほ蓄人民もこれに信頼して居た様である。
　かくて支那の太陰太陽暦はこの頃完成したものであるが，これを西洋ミ比較
するに支那では紀元前三百六十年頃出來．西洋ではメトーン暦法は紀元前四百
三十二年，カリポス暦は三百三十四年に出似てみる。叉辰はバビPンでも古代
に用ひたが支那εはその用ひ方が異って居り，十九年置七回の閏月を入れる事
は一致して居るが，これは誰が行ってもこのεころには到達するのである。”
方蝕の週期は漢の武帝の時に作られプこ太初暦では百三十五であり，西洋のサロ
スの週期は二百二十三である。商調蝕の週期は八十八，百三十五，二百二十三，
三百五十八で爾者共にこの内の一一Aつを取ってみる。その絶戸の位置を示す事も
支那の方が遙かに古く，星の名も支那では地上の役入の名をそのまtS星の名に
事がて居る。獄上の事からして支那の暦法は西洋から輸入せられたものでない
用ひ明かである。（支那學大蒲に於ける講演要領，煙責在記者）
　　　　　　　　　7オ㍗ルハウトごいふ名の起り
Fomalhaut（南魚）匡アラlt“ヤ語の二つの語から成り，明に”魚の口”オ云ふ意味であ
る。而しアラビヤ人匡この星秘”Fro9”否むしろ，，　First　fro9”ミ呼んだ。　Second　fro9
匡鯨座βCetiである。（来田）
　　　　　　　　　　インド洋で見7；星座（山本）一ナこより　　　　　　　127一　　天文を知る者の常識ミして，南天の珍らしい星々は，一度は見て置く卸値が　あるミ自分は思ふ。シンガポアまで出かければ充分である。季節は年末年初の
　頃か，又は七，八月頃が好からう。九月，十月の頃は太陽がさそり座に搾る季
　節であるから，セン虫ウルや十字星をも其の光輝の中に隠して観望をさまナこ1ナ
　る。十二月頃の夕暮には，上記の星々の外に，まだ，大小二二つのマゼラン雲が
　南天に見える時である。之れも亦見逃がすべからざるものである。一一自分は
　二月十三日以來マゼラン大雲の方を見ナこ。「天の河の面面」だε，かねて，きか
　されてみたものであるが，三際は「天の河の断片」以上に光りも強く，構造の複
　雑なこεが肉眼にも見えた。マゼラン小雲の方は逡に見なかったのは残念であ
　っナニ。之れには一月，二月Sいふ時季が少しく遅すぎた。
　　日本は幸ひ長く南北にも延びナこ國であるから，皇灘へ行けば，北緯二十二度
　にも達するこミが出庫て，從って可なり南方の温々が見られる。マゼラン雲は．
　大小二つながら見えないだらうミけれさ，十字架やセンタウル爾星は其の姿を
　全く地響上に現はしてくれる。時季は年年二月から七月までが好からう。
　　勿論，小笠原以南の南洋委任統治領土は，南の星々を見るには毫灘以上の便
　宜がある。行く人は是非かうした星の観望を忘れられないこεを望む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31，　1，　1926）
7ご
　先日久しぶりに星の本国讃んでゐ皇し7二
が，大攣面白い詩た見付けましすこ。御存知か
も知れまぜんが御知らぜしますo
Distant，　s¢intillating　star，
Sha］1　r　tell　you　wliat　you　are　？
’Nay，　for　1　can　merely　know
VV’hat　you　，were　some　years　ago．
For　the　rciys　that　reach　me　here
May　have　left　your　photosphere，
Ere　the　fight　of　Waterloo，
Ere　the　pterodactyl　flew　！
Many　stars　have　passed　away，
Since　your　ether－shaldng　ray
On　its　lengthy　joumey　sped．
So　that　you，　perhaps，　are　dead．
　　　＊　；N・　：1：　　　　　＊　：y・
But，　supposing　all　is　weil，
What　you’re　made　o£　can　1　tell？
? ?
　Yes，　’twill　be　an　easy　tasl〈，
　If　my　spectroscope　1　aslc．
　There，　your　spectr皿1　now　is　spread，
　Down　from　ultra－blue　to　red，
　Crossed　by　dark　metallic　lines，
　Of　your　cooler　layer　the　signs．
　Hence　atnong　the　starry　spheres，
　You，ve　arrived　at　middle　years二
　You　are　fairly　ol（1　and　ripe，
　Of　our　sol’Ld　solar　type，
　Ah！　your　sodium　iine　is　seen
　Strongly　shifted　towards　the　green，
　Hence　you　are　approaching　me
　NVith　，a　huge　velocity．
　〃ロメ可ンのThe　Star　Wor工d亡云ふの［：
あるのですが，すつ亡以前のNature誌から
ミつ六ピ，　こSわってあります。
　よく韻の踏んであ為強味のある誌です。
　　　　　　　　　　岡　田　幸　雄
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　　する能匡ざる情況rtなり藻し7こ。是れ今
　　や天文學が實際肚會の必要科學定なりま
　　しナこ誼擦であります。今後数年た出です
　　して天丈學に学用科學iSlして，物質的に
　　も精赫的t：も砒會た指導すべき橿要事項
　　亡なり，其の獲展期して待つべし亡考へ
　　られます。之れに強かち空mai：非す定信
　　する次第で，從ってL天界1の使命盆々重
　　且つ大なるべきた思ひます。何卒此の意
　　味に於て本四の盆々強固盛大ならむご亡
　　ゐ9誠意祈ろ次第であります〇
四，同好會の現1決に於て匡現在の「天界」袖乞
　刊な精一杯書考へられますが，滝次盛大
　に赴くに僻…なひ，雑誌の紙鍛ゐρ檜漏し，
　會費の如きも更に5曾加し，爾ほ一般讃者
　（會員）にも自由に意見の開陳や質問欄或
　に配置の獲表欄為・設け，而かも，俗に走
　らづ㌔：專門的1：偏ぜす，趣味のうちにi斬
　次斯學哩）向上孟趣味の普及S｝）5fh計られむ
　ごピ為熱望至宰しま、ず。
長71らしき駄文な御許下さい。　終りに望
み，會経螢の任に當らろs諸賢の御健康
為斬り．ます。　　（終）
繕海の孤島では人間が重くな播
　科學界で詔めら一等ラム博士の凱説
『あろ奇妙な科學的ニュースが，それ，ば最近
英國の有名なろ数傷者であり，現在大莫科學
奨励臨急であるピころのホレイス・ラム博士
によって報道ぜられて深い興味た學界にびき
起こしすご。それに去年博士が・この會の創立
に際して多くの；有名な科學者の前で講演しすこ
ものであって，ま力極めて新らしい學翫であ
る。
　一思すでに諸君が常識的に知ってゐられる
如く，われVがい1工ゆる水亭線を離れて上
方に行けば行くほこ，われ〉の蜜蜂に輕く
なるのが原則である。何εなれば上に登れば
登るほこ・われ一の獅地球の中・i）・より多
少亡も蓮ざかり，從って地球よリ受ける引力
が減少すろわけであるから。
　この原班が眞實であろ亡すれば，世界中こ
この土地においても，高度等しき所において
匡，同一物の日方に必ず等しくなければなら
ぬ。實際今まで何人もこの原理か疑ふ者匡な
かつずこのである。然るにそれ，に封してラム博
士が突然反封た申し出山ので，論箏をひき起
こしずこのも無理匡ない。
　即ち博士のいふ所で1工，われわれの膿重匡
同等の高所においても違ふ場合が屡々あろ，
例へば大海中の孤島（ハフイやその他の如き）
におけみ定，他の大陸の山脈地帯上の同一高
度における亡しt，その間に差のあるこぜ忌み
ミめぬわけに勤行かnビいふのである。帥ち
諸君の齢の目方｛工紹海の孤r｝1：おけるiS・日
本内地におけるビ相異があろこ定になる。勿
論この雨者の差異ば決して著しいものでにな
い。しかし差異のあろこ亡にもit・peeふ畑地
ほない。すでにこの新跡座ば，来國海岸測地
會の學者や正心の測量熟練家によって，幾度
も精密1：研究調査たされ六〇博士膚．ら口：明ら
かにいってみるO
『こt’L（IL決して偶然の事女でになゼ。われわ
れ［tすでにあまり1：多くの調査の結果為持っ
てるるのであろ』。
　然らば博士の論櫨は何であろかSいふに，
概して，世界の大洋の海床ごいふものに，比
較的緻密な，そして重い物質なもって，地下
約六十マ1ツまで成り立ってるるが，これに
反して山岳地方におい一’（　it，地下六十マイル
の物質に概して輕く，粗な性質のものなので
ある。然るに元來軽くして粗なろ物質匡，重
くして緻密なる物質に比して地球の引力准受
けにくい。即ち山岳地方の物禮に，海洋の孤
島等における物狸よりは輕いSいふ結果にな
る。（勿輪同一高所において）oもつビも地質
の朕態に地球上千差萬別であるから紹海の孤
島［tすべてさうであろ劃工いへないのであろ
が，大洋の無論に原則Sして密度が濃い物質
よリ出來てるる故に，．その一部門海上に突起
して出來ナこ孤島において1！，以上の原」．e（it大
髄においてあてばまる：Leいふごビが出旧るの
である。．41（或る薪聞記事）
　註　此の観の根端にイソスタシ1説
（ISOSIasy）S言って，饒り新しい説では無いの
でおって，1860年頃から英國の店者ナこちに唱
へられすこものであるが，近來，新槻測1：よっ
て盆々確立し7：。（山）
146 天騰方位側定機について
ものこす。之れ太陽の強光iE直観するに肥え
ざろ々以て（イ）の陰影奄（ハ）衝に投影dしむ
うに便なればなり。なほ蔓板にに方向為定む
べき方針（ヌ）h・ee定し、且つ方向｝演則定すべ
き度盛（ル）な有す。縦桿（ホ）1工把手（P）i：よ
り顎板（レ）t共に度盛環（，レ）内な廻旋し得る
ものなり亡で。
　さて本機あg使用ぜんに匡先づ方針により皇
板准所要の方向［：固定し、垂下錘（チ）により
てその水嚢度な訂正す。而して測定SんEす
ろ天騰に諸鐙（二）な向け照準器（イロ）により
て正しくそれた照準すべし。此の時高度桿
（二）の術仰［t把手（ト）か旋回するこ書によ
り、；水亭方向に把手（フ）により面板（レ）奄旋
回すうものtず。然るぜきに横隔（二）の向に
所要の天膿の位置秘示すものにしてその仰角
（度盛へ．）に高度潜示し、顎板（レ）上の矢ば方
角（度盛～レ）を示すものEず。
　かく本機に使用法極めて容易にして而も比
較的精細に測定の目的二男iするものにして天
文碍究初歩者殊に小中學生向Sして適當なる
ものなるべしS信ず。從來よく小中學に於て
太陽観測のナこめに丁丁な測定するが如き間接
的な方法秘用ひす、本槻によれば直接的而も
干易に魏測秘なす為得る。本考案fP湖江に紹
介しなほ垂教准得すこい亡考へる。因に本as（t
實用薪案第九ニー六入號麺以て登録ぜられ7こ
ろものにして本考案のナこめ京大上田先生よリ
種々教を受けfここ亡海感謝するこ蜜た附記す
掻政宮殿下天醗望遠鎭御買上
　侍從武官、兼東富武官、海軍中佐近曝信藩
学ば二月廿目、日本光學工業株式會杜な検分
ぜられ’、撮馬刀殿下の御料品こして、東宮職
の名な以て、同類に照し、110粍天艘塞蓮鏡
の提作方な御下命になつずこ。其際同杜に奉職
中の東京支部五藤幹事に、折柄調整の爲同肚
に持肇しあり　t：る支部備付の80粍望遠々使：用
し太陽黒黒占た近藤武官の槻望に供し、望遠鏡
の構造為詳細観明申上気結果、接眼音B「プア
インダー」等同紅蓮鏡ご同様に婁の御指定で、
前記の通り御下命になつずこの（t　s日本亭亭工
業會肚ば勿論、本望に取っても、亦光比の至
りである。同肚に於ては、四月十五日迄に謹
製上納申上ぐる趣でであるが、洩れ承はろ所
に依れば四月廿日より實際御使用の趣にて、
豫て科學に幽し深甚の御造詣あらぜらるる王
政宮殿下に［t目下御影連中の生物學より更に
天文學の御研究に進まぜらるうものピ上玉ぜ
らろし次第であろ。
　筒、五藤幹事より近藤武官へ二fi號「天刷
な贈呈し、本葺の現駿奄御紹介しナこ趣であろ
　因に同黎蓮；鏡に接眼部に三個の直：角のプリ
ズムより炭ろ直澗形「映像直立プリズム」及一
個の「タ㌧・」プリズムより成ろ映際直立「ダイ
ヤゴナル」プリズム為交互に使用尊邸「ファ
インダー」にit豆電燈に依ろ十車線照明装置
及側方より「ガイド」するに便利な5一個の
「ダハ」プリズムより成ろ映像直立「童貞イヤゴ
ナル」プリズムか備へ　中宵箆望遠鏡Tg？して
に特殊購逡のものの由であろ。　（東京：支部よ
り古敵）
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? ?
欄
注意灘雛三響藷。秘す（編輯部）
質問の部
（37）　al　Zsc先生！今晩偶然目見差のこt堤rしら
べ㍉絶封光度この關係な今年度の理科年表か
ら見出しましナこ。そして此の式炬自分で出．さ
うε試みまけこ。然し、こうしても此の式匡
出て劉韓ん。．私に1工雌の式（79頁の紹
醤等級の項）が
　　　　M・：im十ξ5工0910π
　　lQ9エ01⊃＝L6－o．4〃z－2109、oπ
?
E出て滲リます。：先生、ラ私［工～ここかで考＾蓮
U！feして掘るのでぜうか。正しい積りなので
すが。こうぞ御亭示下さらんこ書な御願ひ申
します。（一月十日夜：，K．Y．）
（38）　米國にて求め得られろ星圃にて光度十
等位まで示しすこもの御存じであれば出版元亡
大凡の偵格御知ら山下さい（SM）
（39）　二十八宿の名の下に現今の星座亡星の
名言御歎へ下さい。（北海道、今ヲ：卜）
解の答部
（li4）．全く同じ學者です（山本）
（35）　星の爲眞に十字形が出fみるのば、其
の無事が反射式の望遠鏡で撮られずこものであ
ちからです。それ｛工、一般に反射鏡の内部に
に小馬な取り付けるナこめに筒の壁から四本の
枝が出て、中で十字形εなってむます。之れ
が光線の廻折作用た起して、爲眞板上にば総
ての星が十字形の尾た持つやうに懸るので
ず。減れ1割引して、本誌の口縮篇眞にあるP
うなものtt、屈折式の望遠鏡で撮つずこもので
すから、光りの強い星にのみ圓形の輪が出來
てるます。此の圓輸1エ、勿論、乾板の背面か
ら灰寒けこ星光の作用です。（山本）
（36）　銀経銀緯1工近頃から用ゐ出し7こもので
す。そ＊Lt［s恒星宇宙の構造の研究上必ee（：
なつすこからなのです。吾が宇宙な作る多くの
恒星に其の分布・p運動、さてに其の個々の性
質なご、多く、銀河に封して或ろ密接な關係
を持つものか多いのです。故に、恰も太陽系
の諸種の研究の六めに黄道：面々基本ピする如
く、宇宙の研究のすこめに銀河山颪た基本定取
り、託れに基いて諸天艦の経緯度々新ナこに定
めますt、雰常に便利が多いのです。（山本）
（37）　山本先生！先日継封光度4）こtで質問
致しま．しt；が私が全く考へ蓮ひなして居りま
しカ。私に一パ1セクからみ7こものた紹樹光
．度に取って居りましブこが最近は十・〉“　一・セクか
らみ7こもの奄つかふさうです。それに二番目
の式の1．6．lt　2．0でなければなりまぜんし
全く私のかるにつみの致す認定考へ深く恥入
りまけこ。未だ先生から御返事を頂かぬ中｛．こ
氣がつきまし7こ。それがまつ幸でず。私にも
う一度計算致しまけこ。次の様に行つナこので
すが理科年表の式に正しかつ7このです。私の
ば奮式の紹樹等級でし℃。
　光の等がL離の自乗に逆比例すろこtから
　　・／（3・…）2・（3考6ア
　　　　＝2．510．6－M．．2．rolD．6一”t
　　：．　4．一　＝．2．“ri2m’M
　　　　　100x2
　　　　　2．512M－m　　rt2　＝　　　　　　　100
　　　　　2．512必一ノn　　　　＝　”Li－rrN一一＝＝2．512M－nt－S
　　　　　　2．5125
　　　2　10g，osc　＝（M一　nz－5）　log，．2．512
　　　　　　　　　　2　　　　109・02・512＝一豆『Eし
　　　　　．’．　nf．，，　m十5十510gio　sc
　　次に太陽の光の量な軍位にぜり
　　　　2．5126－M　　l．＝一
　　　　　2．51Lt6－s
　　　　2，512　6一〃z－5－5109エ。π
　　　　2．512
　　　＝2．or12　一M－5　10grosc
　　．．．　Io9エ。・乙＝（一η！一510gro7）Iogro2・512
　　　　　　　＝：：　一〇．4m－210grosc
多分これでよいご思ふのですがこうなのでぜ
うか〇十四日i：［i不幸にも札幌からば日蝕が
牧られないので残念でけこ。七月十日がぜめ
てもミ望みな掛けて居ります〇十四日にに夕
方美しいゾP・・ヂラカルライト奄西天1：金E：75e
含みペガス・の側まで長く舌の如きi姿た見7：
のが日蝕にめぐまれなかつブこつぐなひでし
7こ〇五日にも玖道光が禺ナニそうです。（幅島
君が見力のです私1工旭川へ行つ7こものですか
らみられまぜんでし糞）o　夜中にも蒔々起き
くナ　・一ロラの出現を待って居りますが未だ何
の牧獲iもありge　Nん。
　　一月十七日夜：　　　　来田勝彦
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天　文　同　好　會　々　報
O京都での天文講習會既報の如く，
京都に於いて，理科研究會t本組ビが聯合
し，去ろ二月十五，十六爾日天：文講智會が開
かれナこ。會捌i都合によリ市内の日彰小學校
1二獲塵更されナこカ㌔　駐恵講者に無慮二百二二三三可→名
の多数であっナこ。題ri「教材電しての天端學」
主ミして下校敏師の7：めの講演であったo
O同好會事務所移輻本會留る1920
碓φ創立以來，事務所為假りに京都帝國大學
天文萎護〔こ設Oすてみナこカ㍉　會の獲展1こ∫孚なひ・
曲の假事務所が漸く手挾まになって來710そ
れで，今般思ひきって京都市中に飛び出し・
三條通り柳馬場の角の青年會館内に新しい事
務所た設けろ；　iS　i：し大。場所に京都の中心
であり，又，毎月の上里其の他の會合にも墜
が多くて便利（t大きい。こ、た根嫁εして・
本章ii11耳目大に畿展けこい。さしあ’tこり，　JH；
の軍務所内にに竹内氏の事務机亡簡軍な天丈
圖馬田萱2）机ピか置く筈であるが，獲領すう
につれ，蛇革，模型，諸種の陳列なごたし
一般の同好愚盲すご．ちが自由に出入して，研究
や心知や証交な．ごに利用ぜられるgeうにしナこ
い。一電話ば申（なか）局の3080番であろo
O岡山で総會前口に既報の如く，当る
四月十日（＝ヒ曜）S十一日（日曜）の脚長，岡山
市に於いて本年度り定期総會な開く。プログ
ラムに大盤下の如くである〇
四月十日の午後一一・H31「太腸」の講脅會
　　　　　　　　　　　　　　山本博士
同　　　　午後七時　　講演及観測
四月十…日午前十一時　同好會評議員革
嚢　　　　午後　　　　同好會纏會
同　　　　夜　　　　　置月會
術，倉敷，津出方療でも天丈講演會開催の筈。
京都から上田懸腕中村諸氏も出張ぜら．れろ。
　詳細に夢心に載ぜる筈であるが；早く知り
7こい方々匡岡山支部幹事水野千コ口に直接聞
き合し¶て貰：ひ7：VSo
　岡山に今日でに我が同好會の最：も多数の’會
遺勲産んだ土地であり，熱心な同好者六ちの
盤力によって，同地ほ天文學の普及Sるこ8
全國に冠ナこる所である。　今回の総會に於い
て，同地の天文熱ば更に一段の進歩奄見るで
あらうし，又，わが同好會自らも大野展の好
機た與へられろであらう。
○岡山転語二月蓮信
1．太陽黒黙の観測。入日南方小學校，十二
　　日岩月赦論宅，十三日男師附驕小面校，
　　萩原画論宅，十六二女子師範二品，十七
　　日済留女學校◎
2．天界研究會〇十三日午後七二から宮原幹
　　事壱で開催し710
3．　講？寅〇　二十ノ、日岡皿け専物・ノ・會で，　水｝野晒
　　事ば太陽の黒黒占について講演しすご。
4．太防黒革魏測者（水野幅跳，水野千技子，
　　使用器械三吋墓蓮鏡）o
O北海道支部二月置會報告二月＋
日午後六時より北大発生二二所にて開催す。
先づ米田君の開會のi辞が有り最近の天牛界の
潰息及び倉員の活動の有様等秘簡軍に報告
す。次で編島久雄君の『カシナペァ星座にま
つ匡るギ、】シア艸話』S題する美しいローマ
ンスに現象な醐織しむ。其れから来田君に
『ジPンスの星雲説亡ハブJレの薬膳見』『凝固
室素に依る一A一一ロラ』『大接近毎［：現（tるS
火星面上の幾何學的國形（サイエンテイフイ
＾アメリカンー月號より）』の三つについて話
し次で自頓用の頗る有釜なる『太陽の光輝』E
題する講演があっナこ。講演後同室にて會員以
外の來會者二十絵名亡共に茶菓？3eOPし天丈談
［：花な険かぜ（散會L7このに十崎であっプこ。
久し振りの盛會であっ．tこo
O神戸支部　二月附款Q・十日午後六甲牛
より開く。集二者下名◎スペクトlv，連星等
の雑談ななし，入時頃より天鵬観望たなす。
雨後の天帝ぜて，空氣好し。フ切オン座星雲，
獅子座，牧夫座，蟹座星転瞬為観る〇十時牛
散會o
O満洲支甑～例愈（二月）二月＋六日午
後六時西岡幹事宅に於いて開催。　集まるも
の，宮漏旧恩二四併ぜて約二十名，ナリナン
座がス星雲，プソヤデス，月なご為観望す。
観望の前後，天丈談に花か険かす。九時散會。
○山本上田爾幹事上京　本部幹事山
本博士及び上田理1賢士［［，學術上の用務か響
び，三月宋から四月始め頃，，別々に上京dら
れる筈○之れ為機愈に各支部でヒ当一竺ろの催
うしがあるだらうが，詳細匡各支部幹；事に聞
吾合ltされ’ナこしo
